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看護部 

 スタッフ 

部長 氏 名 江藤 由美 

副部長 氏 名 森 多佳美 （業務）         

            小瀬古 隆 （教育） 

           水谷 泰子 （総務） 

福永  稚子（質管理） 

  

看護職員数 常 勤      602 名 

 非常勤      135 名 

          非常勤看護助手   45 名 

             （令和 3 年 3 月現在） 

 基本理念と方針           

当院は三重県下唯一の特定機能病院として高度先

進医療に貢献すること、さらに次代を担う人材の育

成と臨床研究を推進するという使命があります。そ

の使命を果たすために看護部は、「一人ひとりの患者

さんに最善の看護を提供すること」を基本理念とし

ています。私たちは、専門職としての倫理観を持ち、

看護職としての能力の維持・向上に努めることので

きる自己教育力を備えた看護師を育成したいと考え

ています。また、国際化時代に対応できるよう、グ

ローバルな視点をもつ看護師の育成も重要な使命と

考えています。 
 

１．看護部基本方針 
１）患者さんの信頼と安心が得られる看護を安全に

提供します。 

２）最新の知見を活用し、新たな看護の知識・技術 

の開発を推進します。 

３） 地域の看護を牽引し、看護の質向上に努めます。 

４）看護の国際交流に努めます。 

２．看護部活動方針 
１）高度急性期急性期医療を担う病院の看護職員と

して、高い倫理観をもち、看護実践力を高める

ことにより、質の高い看護を提供する。 

２）看護職員のキャリア支援や業務改善を実施し、

働き続けられる職場づくりをおこなう。 

３）医療・教育・行政機関等と連携を図り、県内の

看護職員の質向上と看護学生の育成に努める。 

 

 看護部の組織と体制 

看護部の組織として、看護部長（1 名）、副看護部

長（4 名）のもと、病棟部門（14）、外来部門（2）、

中央部門（4）にそれぞれ看護師長・副看護師長を置

きました。そして、組織横断的な対応を行う看護の

質管理部門として 11 部門を設置しました。また、看

護師長で構成する諮問員会（表１）、看護師長と副看

護師長で構成する委員会（表２）を設置し、年度の

目標達成に向け活動しました。 
 

表１ 令和 2 年度諮問委員会  
委員会名 検討事項 

医療機能評価受審準

備委員会 

機能評価受審項目について必要な個所を

改善する。受審後の改善点の検討。 

看護における内省を

考える委員会 

各部署別の実態。良い取り組みを行ってい

る部署の紹介。あるべき姿の提示。 

タスクシフトを考え

る委員会 
各部署別の実態。特に看護助手とタスクシ

フトについての統一した見解の提案。 

キャリア支援面接を

考える委員会 

各部署の実態。キャリア面接の方法の提

案。 

 
表２ 令和 2 年度委員会 

委員会名 活動内容 

看護教育委員会 １． クリニカルラダーの認定 

２． プログラムの再考 

静脈注射委員会 １． 静脈注射認定プログラムの運用  

２． 静脈注射実施状況の把握 

看護記録委員会 １． 看護記録監査基準の整備 

２． 看護記録の質評価 

看護必要度委員会 １．重症度、医療・看護必要度の教育 
２．重症度、医療・看護必要度の適正評価   

看護体制委員会 １． 長時間労働是正のための体制づくり 

２． PNS＊体制の実施状況の把握 

看護業務委員会 １． リスクマネジメント遵守状況の把握 

２． 部署の掲示物についての検討 

看護基準委員会 １．看護基準の見直し         

２．看護手順の見直し 

危機管理委員会 １．院内訓練と災害支援ナースの再教育 

２．BLS に関すること 

３．E/S/Call など緊急対応 

人材に関する広報活

動委員会 
１．看護部広報活動         
２．看護師助産師の雇用に関する活動 

看護研究支援委員会 １．看護研究支援活動 

２．研究支援者へのサポート            

看護倫理委員会 １．部署における倫理検討の推進 

管理者の継続学習 

推進委員会 

１． PDP＊シート活用の推進 

２． マネジメントコンパスの活用促進 

＊PNS：Partnership Nursing System 
＊PDP：Problem Discovery Process 
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 活動内容 

看護部活動方針に基づき以下の活動を実施しました。 
１）高度急性期急性期医療を担う病院の看護職員として、

高い倫理観をもち、看護実践力を高めることにより、質の

高い看護を提供する 

（１）リスクマネジメントマニュアルを確実に遵守する職場風土を醸成

する 

・マニュアル遵守へつなげるよう、各部署やラダー

研修で、リスクマネジメントマニュアルを参照して

ヒヤリ・ハット事例を振り返る機会を設けています。 

（２）効率・効果的な看護ケアを提供できる体制を拡充する 

・入院前からの多職種連携として、薬剤部は、薬剤

アレルギー・内服薬の確認し、栄養部は、食物アレ

ルギーの確認、リハビリテーション科は術前リハビ

リテーションを実施、認知症センターは、認知症の

スクリーニングをそれぞれ開始し、他職種と情報共

有を図りながら看護ケアを行いました。本年度から

は病棟担当 MSW を固定化し、退院支援の強化も行い

ました。 

（３）患者中心の看護を提供する 

・視野を広げ倫理的感性を磨くことを目的に師長ミ

ーティングや副師長会にて倫理カンファレンスの内

容共有を継続しました。倫理カンファレンスの進め

方に困った部署へは看護倫理委員会委員が相談に対

応した結果、今年度の倫理カンファレンスの開催件

数は 141 件（前年度＋66 件）に増加しました。 

２）看護職員のキャリア支援や業務改善を実施し、働き続

けられる職場づくりをおこなう 

（１）看護職員の個人面接を実施しキャリア支援を行う 

・2 名の認定看護師（集中ケア・慢性心不全看護）が

誕生し、認定看護師は合計 12 分野 20 名となりまし

た。 

・がん看護専門看護師コースに 1 名が進学し、認定

看護師教育課程Ｂ課程に 2 分野（がん放射線療法看

護、腎不全看護）2 名が受験し次年度進学することに

なりました。 

・師長によるスタッフのキャリア支援面接の実態を

調査した結果、師長は定期的にスタッフ個々にあわ

せた面接を行っているなど、師長が重要と考えてい

る内容や工夫が分かり、それらの結果をもとに「キ

ャリア支援面接ガイド」を作成しました。 

（２）職務満足度調査をもとに良い職場づくりを行う 

・各部署のマネジメント評価の客観的なデータとし

て職務満足度調査を実施しました。その結果及び客

観的な情報をもとに、各部署がマネジメントコンパ

スチャートを用いて目標達成を目指す内容と問題解

決で取り組む内容を明確にしました。毎月部署のマ

ネジメントの取り組みを共有できる PR 会を開催し、

他部署の師長・副師長と共に意見交換することがで

きました。 

３）医療・教育・行政機関等と連携を図り、県内の看護職

員の質向上と看護学生の育成に努める  

（１）研究ならびに実習演習のサポートを通じて教育機関との連携に

努める 

・看護学科教員より、3 組（4 名）のスタッフがクリ

ニカルラダーⅢ「日常ケアから看護研究へ」の取り

組みに直接指導を受けました。 

・CNTAP を活用した看護学科授業のサポートは老年看

護学の演習補助など 6 件あり、授業のサポートとし

てスタッフを合計 82 名派遣しました。 

・CNTAPの実施開始から 5 年目となり、今年度は新型

コロナ感染拡大により臨地実習の機会に影響があり、

学生にとっても病院スタッフから直接指導を受ける

貴重な機会となりました。 

（２）新たな看護の知識・技術の開発を推進する。 

今年度当初、緊急事態宣言を受けレベルⅠ以外の

クリニカルラダー研修は一旦延期となりましたが、8
月から再スタートなったレベルⅢの「日常ケアから

看護研究へ」では、3 例が発表されました。 

（３）三重大学関係病院長会議看護部会、がん連絡会議看護部長会、

CNML*研修などを 開催し、県内の看護職員の質向上について検討

する会議を開催する  

・三重大学関係病院長会議看護部会は 8 月に Zoomに

て開催し、がん連絡会議看護部長会は 6 月に対面、2

月に Zoomにて開催しました。 

・三重県事業として令和 2 年度看護組織が地域で学

び合う―三重の看護管理の担い手の養成研修を開催

しました。臨床看護マネジメントリーダーを養成す

るために「マネジメントコンパスの理解と活用方法」

「PDP 概論」の講義を交え概要の理解を得られるよう

にしました。その後 PDP 演習を行いました。県内の

施設より、延べ 376 名の参加を得ました。今回は新

型コロナ感染拡大防止のために、すべてオンライン

を活用し研修を行いました。 

＊CNML：Clinical Nursing Management Leader 
 

主な実績 
認定看護師が 2 名（集中ケア・慢性心不全看護） 

誕生し合計 20 名になりました。また、認定看護管理

者が 2 名誕生し合計 7 名になりました。看護部教育

活動として、クリニカルラダー、静脈注射の研修の

認定者を（表３）に、実習の受け入れ者数を（表４）

に示します。学会ならびに研究会・地方会での発表

は 11 件、論文発表は 2 件、執筆は 8 件でした。 
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表３ クリニカルラダー・院内認定・静脈注射認定者 

  人数 

クリニカルラダーレベルⅠ認定者 78 

クリニカルラダーレベルⅡ認定者 77 

クリニカルラダーレベルⅢ認定者 10 

クリニカルラダーレベルⅣ認定者 １ 

静脈注射認定クラス３薬剤ランク 2ａｂ合格者 95 

静脈注射認定クラス３薬剤ランク 2ｃ合格者 150 

静脈注射認定クラス３薬剤ランク 2ｄ合格者 149 

   
表４ 実習の受け入れ者数 

 人数 

大学院生 2 

大学生 410 

専門学校生 45 

 
 今後の展望 

今後も、高度急性期・急性期を担う病院の看護職 
として高い倫理観と必要な知識・技術を身に付けた

看護職の育成を継続し、質の高い看護を提供できる

ように取り組みたいと思います。そして、医療人の

育成と未来を拓く臨床研究の推進を担う大学病院と

して、国内外の学生や研修生を受け入れるとともに、

個々の看護職員が研究マインドを持って働くことの

できる職場作りに取り組んでゆきたいと思います。           
さらに、当院を含め県内の看護職員の質向上のた

め、関係病院長会議看護部会や CNML養成研修等の活

動を通じて、他院との連携を図っていきたいと思い

ます。 
 http://www.hosp.mie-u.ac.jp/nurse 
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